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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
律
令
「
浮
浪
」
●
「
逃
亡
」
規
定
に
つ
い
て
深
　
津
　
行
　
徳
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
日
本
古
代
の
「
浮
浪
」
・
「
逃
亡
」
に
関
す
る
研
究
は
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
人
民
の
歴
史
像
を
い
か
に
把
握
し
構
成
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
意
識
の
下
に
活
発
に
行
わ
れ
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
き
（
2
）
た
。
こ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
大
町
健
氏
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
大
町
氏
は
ま
ず
律
令
に
於
け
る
「
浮
浪
」
・
「
逃
亡
」
規
定
に
つ
い
て
、
従
来
利
用
さ
れ
て
き
た
戸
令
集
解
絶
貫
条
或
説
と
捕
亡
律
浮
浪
他
所
条
逸
文
に
加
え
て
、
唐
捕
亡
律
を
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
逃
亡
」
規
定
は
本
貫
地
以
外
か
ら
の
「
逃
亡
」
を
主
要
な
規
制
対
象
と
し
て
お
り
、
「
逃
亡
」
と
は
、
課
・
不
課
を
問
わ
ず
任
務
・
服
務
及
び
本
貫
地
か
ら
の
離
脱
、
言
い
換
え
れ
ば
“
不
法
な
離
脱
行
為
一
般
”
を
指
し
、
「
浮
浪
」
と
は
「
逃
亡
」
し
た
結
果
と
し
て
本
貫
地
以
外
に
不
法
に
所
在
し
て
い
る
状
態
を
含
ん
だ
概
念
で
、
「
逃
亡
」
の
例
外
規
定
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
律
令
に
於
い
て
は
右
の
よ
う
に
「
逃
亡
」
を
主
要
な
規
制
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
律
令
制
国
家
は
「
逃
亡
」
し
た
結
果
と
し
て
他
所
に
所
在
す
る
も
の
（
大
町
氏
は
こ
れ
を
「
流
宕
と
言
い
換
え
る
浮
浪
」
と
表
現
さ
れ
る
）
を
含
め
て
〃
浮
浪
”
と
し
た
た
め
、
律
令
規
定
の
「
逃
亡
」
は
本
貫
地
で
は
“
逃
亡
”
、
所
在
地
で
は
“
浮
浪
”
と
表
現
さ
れ
、
「
浮
浪
」
概
念
は
不
法
な
所
在
を
把
握
す
る
た
め
の
概
念
へ
と
変
化
、
拡
大
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
律
令
制
国
家
が
こ
の
“
浮
浪
”
を
「
国
」
を
単
位
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
て
、
日
本
律
令
で
は
唐
律
令
と
は
異
な
り
、
人
民
の
領
域
支
配
の
機
能
が
「
国
」
に
集
中
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
日
本
律
令
制
の
領
域
的
人
民
支
配
の
問
題
へ
と
研
究
を
展
開
さ
　
　
　
　
（
3
）
れ
た
の
で
あ
る
。
　
「
浮
浪
」
「
逃
亡
」
の
語
が
律
令
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
規
定
内
容
の
検
討
は
研
究
の
前
提
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
前
記
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
大
町
氏
の
見
解
は
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
例
え
ば
小
市
和
雄
氏
は
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
町
氏
説
を
「
肯
首
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
森
田
悌
氏
も
「
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
」
と
さ
れ
て
論
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
小
市
氏
は
令
に
於
け
る
「
浮
浪
」
「
逃
亡
」
に
関
す
る
法
手
続
き
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
後
、
「
律
に
関
し
て
は
捕
亡
律
浮
浪
他
所
条
逸
文
（
絶
貫
条
集
解
令
釈
所
引
）
に
よ
っ
て
そ
の
規
定
が
知
ら
れ
る
が
、
所
謂
浮
浪
・
逃
亡
の
規
定
は
こ
の
条
の
律令「浮浪」・「逃亡」規定について47
み
で
あ
る
。
他
の
諸
条
は
、
不
法
な
離
脱
行
為
一
般
に
関
す
る
規
定
と
な
っ
て
お
り
」
、
「
令
制
で
は
本
貫
地
か
ら
の
政
治
問
題
化
す
る
ほ
ど
の
逃
亡
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
よ
う
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
所
謂
浮
浪
・
逃
亡
」
と
は
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
を
指
す
が
、
大
町
氏
は
唐
捕
亡
律
第
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
）
一
条
後
半
部
分
を
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
罪
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
小
市
氏
の
大
町
氏
説
理
解
に
は
問
題
が
残
る
。
ま
た
森
田
悌
氏
は
大
町
氏
説
を
「
本
貫
地
以
外
を
さ
ま
よ
う
状
態
が
浮
浪
で
、
課
役
の
有
無
を
問
わ
ず
任
務
を
放
棄
し
本
貫
地
を
離
脱
す
る
行
為
が
逃
亡
に
当
た
る
」
と
要
約
さ
れ
た
。
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
し
松
原
弘
宣
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
右
の
よ
う
な
大
町
氏
説
理
解
は
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
町
氏
説
で
は
「
本
貫
地
以
外
を
さ
ま
よ
う
状
態
」
は
「
流
宕
と
言
い
換
え
る
浮
浪
」
で
あ
っ
て
律
令
規
定
に
い
う
「
浮
浪
」
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
ご
と
く
、
律
令
規
定
に
お
け
る
「
浮
浪
」
「
逃
亡
」
の
語
義
に
関
す
る
大
町
氏
の
見
解
は
必
ず
し
も
正
確
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
些
末
で
は
あ
る
が
、
大
町
氏
説
に
付
け
加
え
る
べ
ぎ
こ
と
も
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小
稿
で
私
な
り
の
検
討
を
試
み
て
み
た
い
。
二
　
「
逃
亡
」
規
定
に
つ
い
て
　
律
令
に
於
て
「
浮
浪
」
「
逃
亡
」
の
内
容
は
捕
亡
律
に
規
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
日
本
律
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
大
町
氏
に
倣
い
、
先
ず
唐
捕
亡
律
を
検
討
の
対
象
と
し
、
後
に
日
本
律
と
の
異
同
を
考
え
る
こ
と
と
　
（
8
）
し
た
い
。
　
唐
捕
亡
律
で
は
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
に
一
般
の
「
逃
亡
」
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
れ
を
掲
げ
、
最
初
に
「
逃
亡
」
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
②
第
七
条
　
諸
征
名
已
定
。
及
從
軍
征
討
而
亡
者
。
一
日
徒
一
年
。
一
日
加
一
等
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
十
五
日
絞
。
臨
樹
竃
賊
而
亡
者
斬
。
主
司
故
縦
。
與
同
罪
。
下
條
準
此
。
軍
還
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
而
先
蹄
者
。
各
減
五
等
。
其
逃
亡
者
。
同
在
家
逃
亡
法
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
⑦
第
八
条
諸
防
人
向
防
。
及
在
防
未
満
而
亡
者
。
鎭
人
亦
同
。
一
日
杖
八
十
。
三
　
日
加
一
等
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
第
九
条
　
諸
流
徒
囚
。
役
限
内
而
亡
者
。
犯
流
徒
懸
配
。
及
移
榔
人
未
到
配
所
而
亡
者
亦
　
同
。
一
日
答
四
十
。
三
日
加
一
等
。
過
杖
一
百
。
五
日
加
一
等
。
主
守
不
畳
　
失
囚
。
減
囚
罪
三
等
。
即
不
満
牛
年
徒
者
。
一
日
答
三
十
。
三
人
加
一
等
。
　
罪
止
杖
一
百
。
監
當
官
司
又
減
三
等
。
故
縦
者
。
各
與
同
罪
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
第
十
条
　
諸
宿
衛
人
。
在
直
而
亡
者
。
一
日
杖
一
百
。
二
日
加
一
等
。
即
從
駕
　
　
　
　
⑪
　
行
而
亡
者
。
加
一
等
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
1
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
⑭
第
十
一
条
　
諸
丁
夫
雑
匠
在
役
。
　
及
工
樂
雑
戸
亡
者
。
太
常
音
聲
人
亦
同
。
　
一
日
　
答
三
十
。
十
日
加
一
等
。
罪
止
徒
三
年
。
主
司
不
昼
亡
者
。
一
人
答
二
十
。
　
五
人
加
一
等
。
罪
止
杖
一
百
。
故
縦
者
。
各
與
同
罪
。
即
人
有
課
役
。
全
戸
　
ー
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
亡
者
亦
如
之
。
若
有
軍
名
而
亡
者
。
加
一
等
。
其
人
無
課
役
。
及
非
全
戸
亡
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
i
ー
⑲
　
者
。
減
二
等
。
即
女
戸
亡
者
。
又
減
三
等
。
其
里
正
及
監
臨
主
司
。
故
縦
戸
　
口
亡
者
。
各
與
同
罪
。
不
知
情
者
不
坐
。
　
先
ず
第
十
一
条
に
注
目
す
る
。
当
条
の
疏
議
を
次
に
掲
げ
る
。
疏
議
日
。
丁
。
謂
正
役
。
夫
。
謂
雑
径
。
及
雑
色
工
匠
。
諸
司
工
樂
雑
戸
。
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
云
。
太
常
音
聲
人
亦
同
。
丁
夫
雑
匠
並
探
在
役
逃
亡
。
工
樂
以
下
。
在
家
亡
者
ー
B
亦
是
。
一
日
答
三
十
。
十
日
加
一
等
。
罪
止
徒
三
年
。
主
司
。
謂
監
當
主
司
。
不
発
逃
亡
者
。
計
人
撒
坐
之
。
一
人
答
二
十
。
五
人
加
一
等
。
四
十
一
人
逃
亡
。
印
至
罪
止
杖
一
百
。
主
司
故
縦
者
。
各
與
逃
亡
者
同
罪
。
48
疏
議
日
。
人
有
課
役
。
謂
或
有
課
無
役
。
或
有
役
無
課
。
而
全
戸
亡
者
。
亦
如
丁
夫
在
役
逃
罪
。
一
日
答
三
十
。
十
日
加
一
等
。
罪
止
徒
三
年
。
若
有
軍
名
而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亡
。
謂
衛
士
掌
閑
駕
士
幕
士
之
類
。
各
属
軍
府
者
。
縛
是
有
軍
名
。
其
幕
士
屡
衛
尉
。
駕
士
屡
太
僕
之
類
。
不
隷
軍
府
者
。
印
不
同
軍
名
之
例
。
有
軍
名
而
亡
者
。
錐
非
全
戸
。
加
一
等
合
流
二
千
里
。
其
人
無
課
役
。
謂
全
戸
亡
者
。
其
有
課
役
。
謂
非
全
戸
亡
者
。
各
減
有
課
役
全
戸
亡
罪
二
等
。
罪
止
徒
二
年
。
若
其
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
人
無
課
役
。
又
非
全
戸
亡
者
。
又
減
二
等
。
罪
止
徒
一
年
。
即
女
戸
亡
。
亦
謂
全
戸
而
亡
者
。
又
減
三
等
。
総
減
有
課
役
亡
者
五
等
。
罪
止
杖
一
百
。
婦
女
非
全
戸
㌔
又
減
二
等
合
杖
八
返
董
正
及
監
臨
主
可
折
衝
府
於
軍
兆
亦
同
監
臨
之
例
。
故
縦
戸
口
軍
人
亡
者
。
各
與
亡
老
罪
同
。
不
知
惰
者
不
坐
。
問
日
。
答
日
。
課
役
如
法
。
準
式
傍
徴
賦
役
。
附
塵
復
有
課
輸
。
於
官
課
役
無
違
。
唯
免
軍
名
。
　
　
　
　
D
合
罪
依
例
。
逃
亡
自
首
。
減
罪
二
等
坐
之
。
傍
勒
還
本
所
。
　
第
十
一
条
で
は
、
前
半
部
に
於
て
、
　
⑫
丁
夫
雑
匠
の
「
逃
亡
」
、
⑬
工
楽
雑
戸
及
び
、
⑭
太
常
音
声
人
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
論
じ
、
後
半
部
に
於
て
　
⑮
有
課
役
の
全
戸
「
逃
亡
」
、
⑮
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
、
⑰
無
課
役
の
全
戸
「
逃
亡
」
、
⑱
有
課
役
の
非
全
戸
「
逃
亡
」
、
⑲
女
戸
の
全
戸
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
さ
ら
に
疏
議
に
は
、
　
⑳
無
課
役
の
非
全
戸
「
逃
亡
」
、
⑳
婦
女
の
非
全
戸
「
逃
亡
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
・
さ
て
当
条
に
於
て
先
ず
注
意
す
べ
き
は
、
前
半
部
に
規
定
さ
れ
た
⑫
丁
夫
雑
有
軍
名
而
亡
。
於
他
虞
附
貫
。
課
役
如
法
。
唯
無
軍
名
。
合
當
何
罪
。
逃
亡
之
罪
。
多
篠
關
課
。
無
課
之
輩
。
責
其
浮
遊
。
亦
既
編
戸
見
在
。
匠
の
「
逃
亡
」
と
後
半
部
に
規
定
さ
れ
た
⑮
⑱
有
課
役
の
「
逃
亡
」
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
疏
議
A
部
分
に
よ
れ
ぽ
、
⑫
は
有
課
役
の
「
在
役
」
中
の
「
逃
亡
」
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
律
本
文
で
⑫
に
続
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
⑬
工
楽
雑
戸
、
⑭
太
常
音
声
人
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
の
疏
議
B
部
分
に
は
、
「
在
家
亡
者
亦
是
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
⑬
⑭
も
各
々
の
「
在
役
」
中
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
論
じ
、
「
在
役
」
に
「
在
家
」
が
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
一
条
前
半
部
は
「
在
役
」
中
の
「
逃
亡
」
を
規
定
し
、
後
半
部
に
規
定
さ
れ
た
⑮
⑱
は
有
課
役
の
「
在
家
」
の
「
逃
亡
」
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
後
半
部
に
規
定
さ
れ
た
⑯
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
を
見
て
み
よ
う
。
疏
議
C
部
分
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
有
軍
名
と
は
「
属
軍
府
」
者
と
さ
れ
、
そ
の
「
逃
亡
」
罪
は
コ
日
答
四
十
。
十
日
加
一
等
。
罪
止
流
二
千
里
。
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
唐
捕
亡
律
第
七
条
、
八
条
、
十
条
に
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
士
、
防
人
、
宿
衛
人
、
す
な
わ
ち
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
　
先
ず
第
七
条
を
見
る
と
、
そ
の
前
半
部
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
兵
士
の
、
①
差
発
時
点
で
の
「
逃
亡
」
、
②
軍
隊
か
ら
の
「
逃
亡
」
、
③
敵
前
「
逃
亡
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
従
軍
し
た
兵
士
が
交
戦
と
い
う
任
務
を
不
法
に
放
棄
し
た
場
合
の
規
定
で
あ
る
。
以
上
の
三
つ
は
「
逃
亡
」
罪
の
な
か
で
も
特
に
重
く
、
③
で
は
個
人
に
科
し
う
る
最
高
刑
で
あ
る
斬
首
刑
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
後
半
部
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
兵
士
の
、
④
帰
軍
か
ら
の
離
脱
、
⑤
帰
軍
か
ら
の
「
逃
亡
」
（
「
在
家
逃
亡
法
」
）
で
あ
る
。
④
の
疏
議
に
は
、
「
若
軍
還
先
蹄
。
一
日
徒
一
年
上
減
五
等
。
合
杖
六
十
。
罪
止
徒
一
年
半
。
日
若
少
。
從
先
露
日
科
。
日
若
多
。
從
有
軍
名
亡
法
。
」
と
あ
り
、
離
脱
日
数
の
多
少
に
よ
り
、
④
日
数
が
少
な
い
場
合
…
…
一
日
杖
六
十
、
一
日
加
一
等
、
罪
止
徒
一
年
半
律令「浮浪」・「逃亡」規定について49
④
日
数
が
多
い
場
合
…
…
「
有
軍
名
亡
法
」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
言
う
「
有
軍
名
亡
法
」
と
は
第
十
一
条
に
規
定
さ
れ
た
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
（
⑯
）
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
⑤
に
言
う
「
在
家
逃
亡
法
」
に
っ
い
て
、
そ
の
疏
議
に
は
「
謂
一
日
答
四
十
。
十
日
加
一
等
。
罪
止
流
二
千
里
。
」
と
あ
り
、
「
有
軍
名
亡
法
」
と
量
刑
が
同
一
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
疏
議
は
⑤
の
「
在
家
逃
亡
法
」
を
「
有
軍
名
亡
法
」
（
⑯
）
と
言
い
換
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
帰
軍
か
ら
の
離
脱
老
に
対
し
て
先
ず
④
（
1
1
④
）
を
適
用
し
、
六
日
間
離
脱
し
て
罪
止
徒
一
年
半
に
達
し
た
者
に
つ
い
て
は
帰
軍
か
ら
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
逃
亡
」
と
み
な
し
て
⑤
闘
⑯
（
“
④
）
に
よ
り
流
二
千
里
ま
で
科
罪
す
る
、
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
七
条
で
は
兵
士
の
「
在
役
」
中
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
軍
隊
が
本
来
の
目
的
を
遂
行
し
た
後
は
非
「
在
役
」
1
ー
有
軍
名
の
「
在
家
逃
亡
法
」
に
よ
っ
て
科
罪
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
も
一
般
の
有
課
役
と
同
様
に
「
在
家
」
「
在
役
」
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
同
様
に
、
⑥
防
人
、
⑦
鎮
人
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
第
八
条
、
⑩
⑪
宿
衛
人
の
「
逃
亡
」
（
⑪
は
駕
行
に
従
っ
た
場
合
）
に
つ
い
て
規
定
す
る
第
十
条
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疏
議
に
「
亡
日
未
到
罪
止
。
鎭
防
日
巳
満
者
。
計
鷹
還
之
日
。
同
在
家
亡
法
。
累
併
爲
罪
。
」
、
「
直
満
以
後
。
即
同
在
家
亡
法
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
適
用
は
第
七
条
に
準
じ
る
。
す
な
わ
ち
第
十
一
条
⑯
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
と
は
そ
れ
の
「
在
家
」
に
於
け
る
「
逃
亡
」
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
七
条
、
八
条
、
十
条
は
「
在
役
」
中
の
「
逃
亡
」
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
前
者
に
比
し
て
後
者
の
規
定
が
詳
細
か
つ
量
刑
も
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
ぎ
よ
う
。
　
次
に
⑰
⑱
無
課
役
の
「
逃
亡
」
と
⑲
婦
女
の
「
逃
亡
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
唐
開
元
二
十
五
年
戸
令
に
は
、
「
諸
覗
流
内
九
品
以
上
官
、
及
　
　
　
　
　
マ
マ
男
子
二
十
以
上
、
老
男
慶
疾
妻
妾
、
部
曲
客
女
奴
姻
、
皆
爲
不
課
戸
、
」
と
あ
り
、
唐
令
に
お
い
て
も
婦
女
は
当
然
無
課
役
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
当
条
に
お
い
て
別
記
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
唐
戸
令
に
定
め
る
無
課
役
の
う
ち
「
視
流
内
九
品
以
上
官
」
の
「
逃
亡
」
罪
は
捕
亡
律
第
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
十
四
条
に
、
「
部
曲
」
以
下
は
同
第
十
三
条
に
規
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
⑰
⑳
無
課
役
と
は
「
男
子
二
十
以
下
」
及
び
「
老
男
廃
疾
」
を
指
す
。
こ
れ
ら
と
⑲
婦
女
と
の
違
い
は
、
後
者
に
は
基
本
的
に
受
田
資
格
が
な
く
、
従
っ
て
課
役
を
負
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
担
す
る
義
務
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
老
は
、
本
来
課
役
を
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る
が
な
ん
ら
か
の
理
由
で
免
除
さ
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
将
来
課
役
を
負
担
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
的
な
課
役
負
担
の
有
無
に
よ
っ
て
無
課
役
を
分
け
、
し
か
も
⑲
婦
女
の
「
逃
亡
」
が
杖
刑
で
あ
る
の
に
対
し
て
⑰
⑳
無
課
役
の
「
逃
亡
」
が
徒
刑
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
「
逃
亡
」
規
定
が
、
「
逃
亡
」
の
結
果
予
想
さ
れ
る
欠
課
を
主
要
な
問
題
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
疏
議
D
部
分
に
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
課
役
を
全
出
し
て
い
る
場
合
を
想
定
し
、
有
課
役
は
欠
課
に
よ
っ
て
「
逃
亡
」
と
認
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
指
摘
す
る
の
も
右
の
事
情
に
よ
ろ
う
。
　
さ
て
疏
議
D
部
分
で
は
、
有
軍
名
が
「
逃
亡
」
し
所
在
地
で
編
戸
さ
れ
課
役
を
全
出
し
て
い
る
場
合
に
も
「
免
軍
名
罪
」
（
・
⑯
）
に
よ
っ
て
科
罪
す
べ
し
と
す
る
が
、
こ
こ
で
編
戸
如
何
が
問
答
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
事
か
ら
、
先
に
み
た
「
在
家
」
に
お
け
る
「
逃
亡
」
と
は
、
籍
帳
か
ら
の
離
脱
行
為
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
無
課
役
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
50
て
「
責
其
浮
遊
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
の
「
浮
遊
」
も
ま
た
籍
帳
か
ら
の
離
脱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
行
為
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
唐
捕
亡
律
で
は
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
前
半
部
に
「
在
役
」
中
の
「
逃
亡
」
、
第
十
一
条
後
半
部
に
「
在
家
」
の
「
逃
亡
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
逃
亡
」
と
は
、
大
町
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
“
不
法
な
離
脱
行
為
一
般
”
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
律
令
制
的
人
民
支
配
機
構
か
ら
の
逸
脱
者
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
心
的
な
規
制
対
象
は
、
全
人
民
を
籍
帳
に
よ
っ
て
把
握
し
収
奪
す
る
と
い
う
律
令
の
本
旨
か
ら
考
え
て
も
、
籍
帳
か
ら
の
離
脱
行
為
（
第
十
一
条
後
半
部
“
「
在
家
」
亡
法
）
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
有
課
役
に
つ
い
て
は
課
役
及
び
役
務
中
、
軍
名
及
び
軍
事
行
動
中
の
不
法
離
脱
行
為
が
右
に
加
算
さ
れ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
（
1
3
）
る
。　
さ
て
、
以
上
の
ご
と
き
唐
捕
亡
律
「
逃
亡
」
規
定
は
そ
の
ま
ま
日
本
律
に
継
承
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
大
町
氏
は
、
　
e
　
養
老
捕
亡
令
1
に
は
囚
人
、
征
人
、
防
人
、
衛
士
、
仕
丁
、
流
移
人
の
「
逃
亡
」
追
捕
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
唐
捕
亡
律
の
「
逃
亡
」
規
定
対
象
と
一
致
す
る
事
、
　
⇔
伝
わ
る
大
宝
、
養
老
捕
亡
律
逸
文
が
、
対
応
す
べ
き
唐
捕
亡
律
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
事
の
二
点
か
ら
、
日
本
捕
亡
律
と
唐
捕
亡
律
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
と
仮
定
さ
れ
、
論
を
進
め
ら
れ
た
。
私
も
、
大
町
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
日
唐
捕
亡
律
に
於
け
る
「
逃
亡
」
は
同
義
で
あ
り
そ
の
条
文
は
量
刑
を
含
め
て
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
と
　
　
（
1
4
）
考
え
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
根
拠
を
一
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
次
に
養
老
令
「
逃
亡
」
関
連
条
文
を
掲
げ
る
。
　
養
老
捕
亡
令
1
　
凡
囚
及
征
人
。
防
人
。
衛
士
。
仕
丁
。
流
移
人
逃
亡
。
及
　
　
欲
入
憲
賊
者
。
経
随
近
官
司
申
牒
。
即
告
亡
者
之
家
居
所
属
。
及
亡
処
比
　
　
国
比
郡
追
捕
。
承
告
之
処
。
下
其
郷
里
隣
保
。
令
加
訪
捉
。
捉
得
之
日
。
　
　
送
本
司
。
依
法
科
断
。
其
失
処
得
処
。
並
申
太
政
官
。
　
養
老
賦
役
令
2
5
　
凡
丁
匠
赴
役
。
有
事
故
不
到
闘
功
者
。
与
後
番
人
。
同
送
　
　
陪
功
。
若
故
作
稽
違
。
及
逃
走
者
。
所
司
即
追
捕
決
罪
。
伽
専
使
送
役
処
　
　
陪
功
。
即
給
雇
直
。
　
養
老
戸
令
1
0
　
凡
戸
逃
走
者
。
令
五
保
追
訪
。
三
周
不
獲
除
帳
。
其
地
還
公
。
　
　
未
還
之
間
。
五
保
及
三
等
以
上
親
。
均
分
佃
食
。
租
調
代
輸
。
三
等
以
上
親
。
　
　
謂
。
同
里
居
住
者
。
戸
内
口
逃
者
。
同
戸
代
輸
。
六
年
不
獲
亦
除
帳
。
地
准
上
　
　
法
。
右
の
諸
条
文
に
よ
れ
ぽ
、
養
老
令
で
は
、
唐
捕
亡
律
に
規
定
さ
れ
る
一
般
人
民
の
「
逃
亡
」
罪
全
般
に
対
し
て
、
す
な
わ
ち
捕
亡
律
第
七
条
か
ら
十
条
に
規
定
さ
れ
た
「
逃
亡
」
は
捕
亡
令
1
に
よ
っ
て
、
同
第
十
一
条
前
半
部
に
規
定
さ
れ
た
「
逃
亡
」
は
賦
役
令
2
5
に
よ
っ
て
、
同
後
半
部
に
規
定
さ
れ
た
「
逃
亡
」
は
戸
令
1
0
に
よ
っ
て
追
捕
使
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
唐
捕
亡
律
で
は
「
逃
亡
」
と
は
“
不
法
な
離
脱
行
為
一
般
”
を
指
す
が
、
不
法
で
あ
る
以
上
、
国
家
は
そ
の
不
法
た
る
原
因
、
発
生
時
期
を
把
握
し
え
、
か
つ
そ
れ
に
対
し
て
反
撃
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
養
老
令
の
規
定
は
、
こ
の
唐
捕
亡
律
の
「
逃
亡
」
規
定
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
日
唐
律
令
に
お
け
る
「
逃
亡
」
の
語
義
は
同
一
で
あ
っ
た
と
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
律令「浮浪」・「逃亡」規定について51
三
　
「
浮
浪
」
規
定
に
っ
い
て
　
次
に
「
浮
浪
」
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
唐
捕
亡
律
第
十
二
条
と
そ
の
疏
議
を
掲
げ
る
。
第
十
二
条
　
諸
非
亡
而
浮
浪
他
所
者
。
十
日
答
十
。
二
十
日
加
一
等
。
罪
止
杖
　
一
百
。
即
有
官
事
在
他
所
。
事
了
留
住
不
還
者
亦
如
之
。
若
管
求
資
財
。
及
　
學
宙
者
。
各
勿
論
。
閾
賦
役
者
。
各
依
亡
法
。
　
疏
議
日
。
非
亡
。
謂
非
避
事
逃
亡
。
而
流
宕
他
所
。
十
日
答
十
。
二
十
日
加
　
一
等
。
一
百
九
十
日
罪
止
杖
一
百
。
印
有
官
事
已
了
。
留
住
不
昂
者
。
亦
同
　
浮
浪
之
罪
。
若
管
求
資
財
者
。
謂
貿
遷
有
無
。
遠
求
利
潤
。
及
學
寛
者
。
或
　
負
笈
從
師
。
或
棄
嬬
求
仕
。
各
途
其
業
。
故
並
勿
論
。
閾
賦
役
者
。
各
依
亡
　
法
。
謂
因
此
不
錦
。
致
闘
賦
役
者
。
各
準
逃
亡
之
法
。
依
状
科
罪
。
若
全
戸
　
者
。
罪
止
徒
三
年
。
非
全
戸
者
。
減
二
等
。
　
さ
て
大
町
氏
は
、
律
本
文
に
「
非
亡
而
浮
浪
他
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
亡
而
浮
浪
他
所
」
者
を
想
定
さ
れ
、
こ
の
「
逃
亡
」
し
た
結
果
を
含
め
て
、
他
所
に
不
法
に
所
在
す
る
も
の
が
〃
浮
浪
”
の
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
“
浮
浪
”
は
、
疏
議
に
み
る
よ
う
に
「
流
宕
と
言
い
換
え
る
」
事
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
律
令
規
定
に
お
け
る
「
浮
浪
」
罪
は
、
そ
れ
か
ら
「
逃
亡
」
の
結
果
（
「
亡
而
浮
浪
他
所
」
）
を
除
外
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
“
浮
浪
”
た
る
も
の
は
「
逃
亡
」
罪
に
よ
っ
て
科
罪
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
「
浮
浪
」
罪
で
あ
り
、
以
上
が
、
「
浮
浪
」
罪
が
一
般
の
「
逃
亡
」
規
定
（
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
）
の
後
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
理
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
大
町
氏
説
で
は
単
に
“
浮
浪
”
と
言
う
だ
け
で
は
、
「
浮
浪
」
罪
な
の
か
、
「
逃
亡
」
し
た
結
果
を
含
む
不
法
所
在
者
（
「
亡
而
浮
浪
他
所
」
及
び
「
非
亡
而
浮
浪
他
所
」
）
な
の
か
区
別
で
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
、
甚
だ
煩
雑
で
あ
る
。
さ
ら
に
何
故
「
浮
浪
」
罪
が
「
逃
亡
」
の
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
、
十
分
に
説
明
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
そ
こ
で
先
ず
第
十
二
条
の
規
制
対
象
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
先
述
の
ご
と
く
、
「
逃
亡
」
規
定
は
“
不
法
な
離
脱
行
為
一
般
”
を
規
制
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
十
二
条
で
は
「
浮
浪
他
所
」
と
あ
る
よ
う
に
そ
の
所
在
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
逃
亡
」
規
定
の
規
制
対
象
と
は
質
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
逃
亡
」
し
た
結
果
と
し
て
他
所
に
所
在
す
る
者
を
想
定
し
得
る
。
し
か
し
律
本
文
に
「
非
亡
而
浮
浪
他
所
者
」
と
あ
る
箇
所
を
、
疏
議
が
「
非
避
事
逃
亡
而
流
宕
他
所
者
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
、
大
町
氏
と
は
異
な
る
意
味
で
注
意
し
た
い
。
彼
ら
は
疏
議
の
語
を
借
り
る
な
ら
ば
「
避
事
（
“
「
逃
亡
」
）
而
流
宕
他
所
者
」
と
表
現
す
べ
き
で
あ
り
、
「
逃
亡
」
規
定
に
よ
っ
て
律
令
制
的
人
民
支
配
機
構
に
再
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
非
避
事
」
者
、
例
え
ぽ
律
本
文
に
あ
る
「
有
官
事
他
所
」
「
営
求
資
財
」
「
学
宙
」
な
ど
の
本
貫
地
合
法
離
脱
者
が
流
民
化
し
た
場
合
は
、
律
令
制
的
人
民
支
配
機
構
か
ら
の
逸
脱
者
を
規
制
す
べ
き
「
逃
亡
」
規
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
定
で
は
規
制
で
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
第
十
二
条
で
は
、
他
所
所
在
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
う
ち
の
不
法
所
在
老
の
再
把
握
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
浮
浪
」
と
規
定
す
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
「
浮
浪
」
と
は
”
合
法
離
脱
か
つ
不
法
所
在
”
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
「
逃
亡
」
規
定
を
補
足
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
「
浮
浪
」
規
定
が
一
般
の
「
逃
亡
」
規
定
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
右
の
事
情
に
よ
る
　
　
　
（
1
7
）
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
「
浮
浪
」
は
い
か
に
し
て
認
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
52
本
来
律
令
体
制
は
閉
鎖
的
な
土
地
緊
縛
の
下
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
人
民
の
移
動
は
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
る
。
唐
開
元
二
十
五
年
戸
令
に
は
、
「
諸
戸
、
皆
以
隣
聚
相
保
、
以
相
検
察
、
勿
造
非
違
、
如
有
遠
客
、
來
過
止
宿
、
及
保
内
之
人
、
有
所
行
詣
、
並
語
同
保
知
、
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
遠
客
」
と
あ
る
よ
う
な
本
貫
地
以
外
所
在
者
と
考
え
ら
れ
る
者
は
、
五
保
を
通
じ
て
里
正
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
彼
ら
の
大
部
分
は
、
毎
年
の
計
帳
作
成
時
に
里
正
に
よ
っ
て
摘
発
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
唐
令
で
は
計
帳
作
成
時
に
所
部
の
手
実
を
負
う
の
は
戸
口
検
校
を
職
務
と
す
る
里
正
で
あ
り
、
里
正
は
手
元
の
「
旧
籍
」
と
勘
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
貫
地
以
外
所
在
老
を
摘
発
し
得
る
の
　
（
1
8
）
で
あ
る
。
摘
発
さ
れ
た
者
は
最
下
級
の
裁
判
権
を
持
つ
県
司
の
審
理
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
県
司
は
本
人
の
身
元
を
本
貫
地
に
照
会
し
、
そ
の
本
貫
地
離
脱
が
合
法
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
所
在
の
合
不
合
を
審
理
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
浮
浪
」
は
県
司
の
判
定
に
よ
っ
て
初
め
て
生
じ
そ
れ
は
彼
の
所
在
地
に
於
て
な
さ
れ
る
、
つ
ま
り
所
在
地
“
「
事
発
処
」
と
な
る
と
言
う
　
　
　
（
1
9
）
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
罪
は
罪
止
杖
一
百
で
あ
る
か
ら
、
「
浮
浪
」
は
県
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
レ
ベ
ル
で
完
結
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
さ
て
、
以
上
の
ご
と
き
唐
捕
亡
律
「
浮
浪
」
規
定
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
律
に
継
承
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
い
わ
い
養
老
捕
亡
律
の
当
条
相
当
条
が
復
原
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。
〔
凡
〕
非
亡
而
浮
浪
他
所
者
。
十
日
答
十
。
廿
日
加
一
等
。
罪
止
杖
一
百
。
即
有
官
事
。
不
還
亦
如
之
。
管
求
資
財
。
及
學
寝
者
。
各
勿
論
。
閾
賦
役
者
。
各
依
亡
法
。
右
の
復
原
条
文
を
唐
捕
亡
律
第
十
二
条
と
比
較
し
て
み
る
と
、
若
干
の
省
略
は
あ
る
が
、
量
刑
を
含
め
て
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
日
唐
律
令
に
於
け
る
「
逃
亡
」
の
語
義
が
同
一
で
あ
る
以
上
、
「
逃
亡
」
規
定
を
補
足
す
る
「
浮
浪
」
の
語
義
の
み
が
、
日
本
律
に
於
て
異
な
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
特
別
の
理
由
も
見
い
だ
し
難
い
。
よ
っ
て
「
浮
浪
」
の
語
義
も
唐
律
と
同
一
で
あ
っ
た
と
考
、
兄
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
「
浮
浪
」
の
認
定
に
関
し
て
は
、
日
唐
間
で
若
干
の
差
違
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
唐
令
で
は
州
－
県
－
郷
－
里
と
い
う
重
層
的
な
人
為
的
行
政
組
織
を
樹
立
し
そ
れ
ぞ
れ
に
人
民
把
握
の
諸
機
能
を
分
掌
さ
せ
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
令
に
於
い
て
は
律
令
制
的
人
民
支
配
の
基
本
で
あ
る
戸
籍
、
計
帳
の
作
成
、
班
田
手
続
き
に
関
す
る
権
限
は
州
司
に
対
応
す
る
国
司
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
浮
浪
」
の
認
定
は
国
司
に
よ
っ
て
為
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
日
本
令
に
於
て
、
最
下
級
の
裁
判
権
を
持
つ
郡
司
の
権
限
が
縮
小
さ
れ
、
杖
罪
た
る
「
浮
浪
」
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
こ
の
こ
と
と
対
応
し
て
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
い
る
。
日
本
律
令
で
は
、
「
浮
浪
」
は
唐
令
の
県
に
対
応
す
る
郡
の
レ
ベ
ル
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
完
結
せ
ず
、
「
国
」
を
基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
四
　
結
語
　
以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
先
ず
「
逃
亡
」
と
は
不
法
な
離
脱
行
為
一
般
を
指
し
、
律
令
制
的
人
民
支
配
機
構
か
ら
の
逸
脱
者
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
規
定
の
中
心
と
な
る
の
は
、
戸
令
に
規
定
さ
れ
た
人
民
支
配
機
構
か
ら
の
不
法
離
脱
行
為
に
つ
い
て
規
定
し
た
捕
亡
律
第
十
一
条
後
半
部
、
特
に
⑱
有
課
役
非
全
戸
亡
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
課
役
負
担
の
有
無
、
基
本
的
課
税
単
位
で
あ
る
「
戸
」
の
破
壊
如
何
と
い
う
課
役
欠
損
問
題
を
中
心
に
、
軍
名
の
有
無
に
よ
っ
て
も
罪
の
軽
重
を
定
め
る
。
さ
ち
に
有
課
役
が
「
在
役
」
中
に
は
、
す
な
わ
ち
本
貫
地
離
鋭
が
合
律令「浮浪」・「逃亡」規定について53
表
　
律
令
「
浮
浪
」
「
退
亡
」
規
定
「
在
家
」
「
在
役
」
⑯
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
⑥
流
徒
囚
の
「
逃
亡
」
　
　
　
　
（
9
）
⑨
移
郷
人
の
「
逃
亡
」
　
　
　
　
（
9
）
］
繭
］
　
、
⑱
有
軍
名
の
「
逃
亡
」
⑰
宿
衛
人
の
「
逃
亡
」
　
　
　
　
（
P
）
⑪
，
　
（
駕
行
に
従
っ
た
場
合
）
　
（
1
0
）
0
1
令
戸
⑮
有
課
役
の
全
戸
「
逃
亡
」
⑱
有
課
役
の
非
全
戸
「
逃
亡
」
⑫
丁
夫
雑
匠
の
「
逃
亡
」
　
　
　
　
（
1
1
）
⑬
⑭
工
楽
雑
戸
・
太
常
音
声
人
の
「
逃
亡
」
⑰
無
誤
役
の
全
戸
「
逃
亡
」
⑳
無
課
役
の
非
全
戸
「
逃
亡
」
⑲
女
戸
の
全
戸
「
逃
亡
」
⑳
婦
女
の
非
全
戸
「
逃
亡
」
浮
浪
他
所
条
　
　
　
　
　
（
に
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
官
戸
奴
嬬
の
「
逃
亡
」
　
（
1
3
）
官
人
の
「
逃
亡
」
　
　
　
（
叫
V
本
表
は
養
老
令
、
唐
捕
亡
律
に
よ
っ
て
作
図
し
て
い
る
。
（
）
内
の
数
字
は
唐
捕
亡
律
の
条
文
番
号
、
○
は
本
文
中
の
「
逃
亡
」
番
号
、
口
で
括
っ
た
も
の
は
唐
捕
亡
律
第
十
一
条
前
半
部
H
「
在
家
」
亡
法
の
規
定
を
表
す
。
法
的
で
あ
っ
て
も
各
人
は
監
臨
主
可
の
監
視
を
受
け
て
溢
り
、
各
々
の
「
役
」
か
ら
の
不
法
離
脱
行
為
1
1
「
逃
亡
」
は
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
に
加
え
て
重
罪
を
も
っ
て
科
罪
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
軍
事
行
動
中
の
「
逃
亡
」
は
特
に
詳
細
か
つ
重
罪
と
な
っ
て
い
る
。
「
逃
亡
」
は
発
生
時
点
の
監
臨
主
司
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
直
ち
に
追
捕
使
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
　
一
方
「
浮
浪
」
と
は
“
合
法
離
脱
か
つ
不
法
所
在
”
を
指
す
。
合
法
離
脱
で
あ
る
が
故
に
「
逃
亡
」
規
定
を
適
用
し
え
な
い
者
に
対
し
て
、
そ
の
所
在
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
律
令
制
的
人
民
支
配
機
構
へ
の
回
帰
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
「
逃
亡
」
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
浮
浪
」
の
認
定
は
彼
ら
の
所
在
地
の
国
司
に
よ
っ
て
、
「
国
」
を
基
準
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
律
令
制
国
家
は
「
浮
浪
」
「
逃
亡
」
を
区
別
せ
ず
“
浮
浪
”
の
語
を
以
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
“
浮
浪
”
の
語
は
不
法
所
在
を
問
題
と
す
る
律
令
「
浮
浪
」
規
定
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
律
令
制
国
家
の
当
面
の
課
題
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
示
唆
す
る
と
い
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
欄
筆
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
・
一
二
・
初
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
九
・
六
・
改
稿
）
　
註
（
1
）
　
以
下
本
稿
で
は
律
令
規
定
を
問
題
と
す
る
時
に
は
「
　
」
を
つ
け
、
そ
れ
以
外
の
時
　
に
は
〃
　
”
を
つ
け
て
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
2
）
　
大
町
健
氏
「
律
令
国
家
の
浮
浪
・
逃
亡
政
策
の
特
質
」
（
『
原
始
古
代
社
会
研
究
』
四
）
　
序
章
註
（
1
）
参
照
。
以
下
、
大
町
氏
の
見
解
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
当
論
文
に
よ
　
る
。
（
3
）
　
大
町
健
氏
『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』
。
（
4
）
　
小
市
和
雄
氏
「
浮
浪
・
逃
亡
対
策
の
再
検
討
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
二
三
）
。
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（
5
）
　
森
田
悌
氏
「
古
代
の
浮
浪
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
律
令
法
史
の
研
究
』
所
収
）
。
（
6
）
　
大
町
氏
は
、
大
町
氏
以
前
の
研
究
が
「
逃
亡
」
と
い
え
ば
本
貫
地
か
ら
の
そ
れ
を
前
　
提
と
し
て
き
た
の
に
対
し
、
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
も
不
法
離
脱
行
為
を
あ
ら
わ
す
　
「
逃
亡
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
強
調
さ
れ
た
。
こ
の
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
　
に
つ
い
て
大
町
氏
は
、
第
一
章
で
「
従
軍
征
討
亡
（
第
七
条
）
の
罪
が
五
等
を
減
ぜ
ら
れ
た
　
場
合
に
「
在
家
逃
亡
法
」
と
同
じ
罪
に
な
る
と
い
う
形
で
登
場
L
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
な
い
。
し
か
し
第
三
章
で
は
「
唐
捕
亡
律
で
は
、
従
軍
　
征
討
亡
の
庵
賊
に
臨
対
し
た
所
か
ら
の
逃
亡
の
場
合
の
斬
を
最
高
と
し
、
在
家
逃
亡
の
不
　
課
口
の
非
全
戸
亡
の
杖
八
十
ま
で
の
刑
罰
を
規
定
し
て
い
る
」
と
明
記
さ
れ
る
。
後
述
の
　
よ
う
に
本
稿
で
は
唐
捕
亡
律
第
十
一
条
後
半
部
が
「
在
家
逃
亡
法
」
で
あ
る
こ
と
を
詳
述
　
し
た
が
、
大
町
氏
も
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
7
）
　
松
原
弘
宣
氏
『
史
学
雑
誌
』
九
二
編
　
回
顧
と
展
望
号
。
（
8
）
　
以
下
、
養
老
令
は
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
、
唐
令
は
仁
井
田
陞
氏
著
『
唐
令
拾
遺
』
、
　
唐
律
及
び
日
本
律
は
『
訳
註
日
本
律
令
』
に
よ
る
。
ま
た
、
日
本
捕
亡
律
は
ほ
と
ん
ど
伝
　
わ
ら
な
い
が
、
『
訳
註
日
本
律
令
』
に
よ
れ
ば
、
唐
捕
亡
律
第
九
条
、
十
一
条
、
十
二
条
　
相
当
条
が
復
原
さ
れ
て
お
り
、
第
七
条
、
八
条
に
つ
い
て
も
そ
れ
に
相
当
す
る
規
定
の
存
　
在
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
な
お
後
述
。
（
9
）
　
唐
捕
亡
律
第
十
四
条
「
諸
在
官
無
故
亡
者
。
一
日
答
五
十
。
三
日
加
一
等
。
過
杖
一
　
百
。
五
日
加
一
等
。
邊
要
之
官
。
加
一
等
。
」
（
1
0
）
　
唐
捕
亡
律
第
十
三
条
「
諸
官
戸
官
奴
碑
亡
者
。
一
日
杖
六
十
。
三
日
加
一
等
。
部
曲
　
私
奴
碑
亦
同
。
主
司
不
畳
亡
者
。
一
口
答
三
十
。
五
口
加
一
等
。
罪
止
杖
一
百
。
故
縦
官
　
戸
亡
者
。
與
同
罪
。
奴
碑
。
準
盗
論
。
即
誘
導
官
私
奴
碑
亡
者
。
準
盗
論
。
傍
令
備
償
。
」
（
1
1
）
　
虎
尾
俊
哉
氏
「
班
田
収
授
法
の
研
究
」
第
二
編
第
二
童
・
。
（
1
2
）
　
所
謂
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
と
は
籍
帳
か
ら
の
「
逃
亡
」
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
（
1
3
）
　
大
町
氏
は
、
唐
捕
亡
律
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
「
本
貫
地
以
外
か
ら
の
逃
亡
　
を
主
要
な
規
制
対
象
と
し
て
」
い
る
と
さ
れ
る
。
確
か
に
本
貫
地
以
外
か
ら
の
「
逃
亡
」
　
規
定
条
数
は
多
い
が
、
そ
の
大
部
分
は
兵
役
に
関
す
る
「
逃
亡
」
規
定
で
あ
る
こ
と
に
注
　
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
貫
地
か
ら
の
「
逃
亡
」
に
つ
い
て
は
第
十
一
条
後
半
部
に
詳
細
で
あ
り
、
条
文
数
の
多
少
が
直
ち
に
主
要
規
制
対
象
と
結
び
付
く
と
は
考
え
な
い
。
（
1
4
）
　
但
し
日
本
律
に
は
鎮
人
、
太
常
音
声
人
の
語
は
削
除
さ
れ
、
仕
丁
の
語
が
追
加
さ
れ
　
る
な
ど
の
語
句
の
変
更
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
勿
論
で
あ
る
。
（
1
5
）
　
大
町
氏
は
、
唐
捕
亡
律
第
十
二
条
で
は
「
ま
ず
浮
浪
他
所
の
う
ち
逃
亡
の
結
果
に
ょ
　
る
そ
れ
を
除
外
し
た
も
の
を
浮
浪
と
規
定
し
」
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
「
他
所
に
あ
っ
て
も
　
浮
浪
罪
に
も
問
わ
れ
な
い
例
外
事
項
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
「
つ
ま
り
　
ま
ず
逃
亡
の
例
外
を
述
べ
、
さ
ら
に
そ
の
例
外
を
示
す
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
」
い
る
と
　
さ
れ
る
。
（
1
6
）
　
但
し
、
本
貫
地
離
脱
が
合
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
課
役
忌
避
、
兵
役
忌
避
に
及
べ
　
ば
、
「
避
事
」
で
あ
る
か
ら
、
「
逃
亡
」
罪
に
よ
っ
て
科
罪
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
十
二
　
条
に
「
閾
賦
役
者
。
各
依
亡
法
。
」
と
い
う
一
文
を
付
す
の
は
、
こ
の
こ
と
の
確
認
で
あ
　
る
。
（
1
7
）
　
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
「
浮
浪
」
規
定
の
適
用
範
囲
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
「
在
役
」
中
の
合
法
離
脱
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
適
用
の
対
象
と
な
り
う
る
　
の
は
、
第
十
一
条
後
半
部
に
規
定
さ
れ
た
「
在
家
」
者
だ
け
で
あ
る
。
「
浮
浪
」
規
定
が
　
「
逃
亡
」
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
　
第
十
三
条
、
第
十
四
条
に
は
官
戸
、
官
奴
碑
、
部
曲
、
私
奴
碑
、
官
人
の
「
逃
亡
」
に
つ
　
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
十
二
条
の
位
置
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
は
「
浮
　
浪
」
た
り
え
な
い
。
（
1
8
）
　
菊
池
英
夫
氏
「
唐
令
復
原
研
究
序
説
1
特
に
戸
令
・
田
令
に
ふ
れ
て
ー
」
（
『
東
洋
史
　
研
究
』
三
一
－
四
）
、
「
唐
代
史
料
に
お
け
る
令
文
と
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
ー
「
唐
　
令
復
原
研
究
序
説
」
の
；
早
1
」
（
『
北
大
文
学
部
紀
要
』
一
＝
1
一
）
。
（
1
9
）
　
唐
獄
官
令
1
（
『
唐
令
拾
遺
』
七
四
七
頁
）
。
（
2
0
）
　
唐
獄
官
令
2
（
『
唐
令
拾
遺
』
七
五
七
頁
）
。
菊
池
氏
註
（
4
）
論
文
に
よ
る
唐
令
の
復
　
原
に
よ
れ
ば
、
計
帳
作
成
過
程
に
於
て
所
部
の
手
実
を
負
う
の
は
里
正
で
あ
り
、
里
正
か
　
ら
尚
書
省
へ
申
送
す
る
過
程
に
里
正
ー
県
司
－
州
司
と
い
う
段
階
手
続
き
を
想
定
さ
れ
て
　
い
る
。
ま
た
戸
籍
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
県
司
が
手
実
計
帳
を
負
い
、
州
に
お
い
て
戸
籍
　
を
三
通
作
っ
て
一
通
を
尚
書
省
に
送
り
、
州
と
県
が
一
通
ず
っ
届
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
律令「浮浪」・「逃亡」規定について
　
た
。
以
上
の
規
定
か
ら
、
唐
令
に
於
い
て
は
最
下
級
の
裁
判
権
を
持
つ
県
司
は
他
所
所
在
　
者
の
身
元
、
本
貫
地
離
脱
の
合
不
合
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
不
法
で
あ
れ
ば
「
逃
　
亡
」
と
し
て
身
柄
を
事
発
処
に
送
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
合
法
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
そ
の
所
　
在
の
合
不
法
を
審
理
し
、
不
法
で
あ
れ
ば
「
浮
浪
」
と
し
て
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
　
あ
る
。
（
2
1
）
　
養
老
獄
令
2
。
な
お
当
条
に
よ
れ
ば
郡
司
は
杖
罪
た
る
「
浮
浪
」
は
決
し
え
な
く
て
　
も
そ
れ
を
断
定
し
、
答
罪
た
る
「
浮
浪
」
は
断
決
し
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
日
本
令
　
で
は
、
計
帳
作
成
時
に
所
部
の
手
実
を
負
う
の
は
京
国
官
司
で
あ
り
（
戸
令
1
8
）
、
当
然
戸
　
籍
作
成
も
京
国
官
司
で
行
な
わ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
（
戸
令
1
9
）
。
そ
し
て
戸
籍
は
国
に
一
通
　
を
留
め
、
二
通
を
太
政
官
に
送
る
の
で
あ
っ
て
、
郡
に
留
め
る
規
定
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
　
郡
司
は
計
帳
、
戸
籍
作
成
に
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
何
ら
か
の
記
録
が
手
元
に
あ
っ
た
　
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
以
上
の
規
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
民
把
握
の
諸
機
能
は
国
に
　
集
中
さ
れ
て
お
り
（
大
町
氏
註
（
3
）
著
書
、
第
一
章
第
三
節
参
照
）
、
最
下
級
の
裁
判
権
を
　
持
つ
郡
司
に
は
他
所
所
在
者
の
身
元
、
本
貫
地
離
脱
の
合
不
合
に
つ
い
て
審
理
す
る
権
限
　
は
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
国
司
の
判
断
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
当
然
、
　
「
浮
浪
」
の
断
定
に
つ
い
て
も
郡
司
単
独
で
は
為
し
え
な
い
。
郡
司
は
国
司
の
判
断
を
仰
　
い
だ
後
に
「
浮
浪
」
を
断
定
し
、
そ
の
う
ち
の
答
罪
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
　
る
。
唐
律
の
受
容
に
際
し
、
日
本
令
に
於
い
て
郡
司
の
断
決
権
が
縮
小
さ
れ
た
の
に
対
応
　
し
、
日
本
律
で
は
量
刑
の
軽
減
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
　
復
原
さ
れ
る
唐
捕
亡
律
第
十
三
条
相
当
文
で
は
「
浮
浪
」
罪
は
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
　
の
こ
と
は
領
域
的
人
民
支
配
の
維
持
の
た
め
に
「
逃
亡
」
を
補
足
す
る
形
で
規
定
さ
れ
た
　
「
浮
浪
」
が
、
人
民
把
握
の
諸
機
能
が
集
中
さ
れ
た
国
の
レ
ベ
ル
で
完
結
し
な
け
れ
ば
な
　
ら
な
い
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
2
2
）
　
「
浮
浪
」
の
認
定
は
唐
令
と
同
様
、
そ
の
所
在
地
に
於
て
な
さ
れ
る
。
養
老
獄
令
r
　
お
よ
び
戸
令
1
7
集
解
穴
記
。
な
お
森
田
悌
氏
も
、
所
在
地
1
1
「
事
発
処
」
と
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
古
代
の
浮
浪
に
つ
い
て
」
前
掲
）
。
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